
令 和 ５ 年 ７ 月 令 和 ５ 年 度

矢倉南３号線２ 号橋橋梁補修工事

３図面番号 第 号 図面総数 全 葉

工事名称

製作年月 所 属 年 度

鳴 門 市 都 市 建設 部 土 木課

縮 尺 ： 図 示図名

係員

副課長課 長 照 査設計・製図係 員係 長
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半重力式橋台

不明

桁 長

総 幅 員

基 礎 工 形 式

下 部 工 形 式

5.20m

橋 梁 諸 元

2.00m

不明

所 在 地 徳島県鳴門市大津町矢倉字四の越

橋 梁 名 称 矢倉南3号線2号橋

路 線 名 矢倉南3号線

2.00m有 効 幅 員

管 轄 徳島県鳴門市

橋 長 5.22m

RC橋 RC 中実床版上 部 工 形 式

適 用 示 方 書

架 設 年 度

添 架 物

不明設 計 荷 重

90°00'00"斜 角

不明

不明

交 差 物 件 河川、開水路、湖沼

補 修 履 歴 2012年：定期点検

(点検履歴)

【補修項目】

項目 単 位 数 量

本上部工床版取替工 2.0

備 考

m支承工 3.40

Nスラブ T-060同等品

STパッド 150x23同等品

補修一般図
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※想定クレーン
タダノ ラフテレーンクレーン
GR-160N型（16ton ホイルクレーン）
Ｘ型アウトリガ

上部工（RC 実床版）

幅員

2m

重量算出式

2.0×0.25×5.00×2.5

厚さ

0m

延長

5m

単位比重

2.50t/m3

重量（吊り荷重）

6.25ｔ

作業半径

6.50m

定格荷重

7.77ｔ

※定格荷重7.77tは、計算値である。
メーカーカタログ記述
アウトリガ最大張出：5.2ｍ
ブーム長さ：10.7m
作業半径6.0mでは、8.80tである。
作業半径7.0mでは、6.75tである。
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※定格荷重7.98tは、計算値である。
メーカーカタログ記述
アウトリガ最大張出：5.2ｍ
ブーム長さ：10.7m
作業半径6.0mでは、8.80tである。
作業半径7.0mでは、6.75tである。
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8t積トラックにて、資材の搬入を行う。
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